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支援を担 看護師の に関する 内文 の検討

中村　 ，大日向輝美

大学 健 療学部看護学

【目的】退院支援に関する国内文献で述べられている看護師の役割を整理し，看護師間の連携・協働に向
けた課題と方向性について示唆を得るための基礎資料とする．

【方法】医中誌Web版を用いて「退院支援OR退院調整」AND「看護」AND「役割」をキーワードとして
検索した．検索された554文献のうち，本研究の目的に合致した15文献を分析対象とした．15文献から看
護師の役割として述べられている内容を抽出し，意味内容の類似しているものを質的帰納的に分析した．

【結果】分析対象文献より抽出された看護師の役割は【患者・家族の意思や希望の尊重と実現に向けた関
わり】【患者の療養生活を支える家族に焦点を当てた支援】【看護師の退院支援の実践能力を向上させるた
めの教育支援】を含む7カテゴリーに分類された．

【考察】退院支援を担う看護師の役割として，家族に焦点を当てた支援を行うことや退院支援に関する教
育支援があると考えられた．また，退院支援においては異なる役割を担う看護師同士がそれぞれの専門性
を明らかにし，相互理解を深めた上で連携・協働を進めていく必要性が示唆された．

キーワード：退院支援　看護師の役割　文献検討
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中村　円，大日向輝美

Ⅰ に

　近年，在院日数の短縮や在宅医療の推進がいわれ，2012
年には地域包括ケアシステムの構築が厚生労働省の政策と
して掲げられた１）．しかし医療管理や介護を要する患者の
増加，核家族化の進行による介護力の低下などの課題によ
り，患者と家族が円滑に在宅療養へ移行するための退院支
援の重要性が高まっている．
　退院支援を担う看護職には病棟看護師，外来看護師，訪
問看護師に加え，退院支援・退院調整を専門とする退院調
整看護師がある．2008年の診療報酬改定により各医療機関
で退院調整看護師の配置が急速に進められて以降，退院支
援を担う看護職は連携・協働のもと各々の役割を果たすこ
とが必要となった．しかし，それぞれの看護師の役割が明
確になっておらず，連携・協働した退院支援に関して十分
な研究は行われていない．一方，国外では在宅への移行支
援に関する研究が行われているものの２,３），医療制度や看
護師資格が異なるため日本の状況に適合させることは難し
い．そこで本研究では，退院支援に関する国内文献で述べ
られている看護師の役割を整理し，連携・協働に向けた課
題と方向性についての基礎資料を得ることを目的に文献検
討を行った．

Ⅱ の定義

支援

　医療機関からの退院後，どこでどのように療養したいの
かを患者・家族が意思決定し，その実現に向けて行われる
支援全般のこととする．

看護師の

　退院支援において，患者・家族や同職種・他職種に対し
て行われる看護師の働きかけのこととする．

Ⅲ 研究方法

文 の 方法

　医学中央雑誌Web版を用いて「退院支援OR退院調整」
AND「看護」AND「役割」をキーワードに「原著論文」
を条件として2017年10月3日に検索を行った．発行年の期
間の限定はしなかった．収集された554文献について，タ
イトルから入院形態の異なる精神疾患患者の退院支援に関
する文献，商業雑誌・病院紀要等を除外した．さらに抄録
から文献レビュー，看護師の役割に言及していない文献を
除外し，25文献を抽出した．25文献を精読し，看護師の役
割に言及している15文献を分析対象とした．（図１）（表１）

分析方法

　15文献を精読し，本研究の目的および用語の定義と照合
した上で看護師の役割として述べられている内容を抽出し
た．それぞれの論文で述べられている看護師の役割は，可
能な限り抽象度が同程度の内容を抜き出し，抽象度が高い
内容については論文を精読し，意味内容を損なわないよう
に注意しながら補足した．抽出した内容で意味内容の類似
しているものを集め，質的帰納的に分析した．データの分
析には質的研究の経験を有する研究者からのスーパーバイ
スを受け，妥当性の確保に努めた．

Ⅳ 　　　果

　対象文献より108項目の看護師の役割が抽出された．108
項目の看護師の役割は，30サブカテゴリーから7カテゴリ
ーに分類された．以下，【　】はカテゴリーを，〈　〉はサ
ブカテゴリーを示す．（表２）

 後 安 つ安心して療養生活を る の関

　このカテゴリーは6サブカテゴリーから構成され，〈在宅
療養に必要な援助技術の指導〉や〈退院後も安心して療養

　 文 の 定
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できるような環境の調整〉といった退院後も継続する患
者・家族の療養生活を支持する役割が示された．

支援の 要性の 断と支援の方向性の検討

　このカテゴリーは3サブカテゴリーから構成され，〈退院
支援を進めるためのスクリーニングと問題の明確化〉や〈退
院後を見据えた予測を基盤とした支援の方向性の検討〉と
いった患者・家族の状況から必要な支援を打ち出す役割が
示された．

 患者・家族の 望の 重と に向け 関

　このカテゴリーは5サブカテゴリーから構成され，〈患
者・家族の意思や希望の尊重〉や〈患者・家族の意思の実
現〉といった患者・家族の意思決定を尊重し，実現に向け
て具体的に行動する役割が示された．

患者の療養生活を支える家族に を て 支援

　このカテゴリーは4サブカテゴリーから構成され，〈家族

　分析 文

山本詩帆,
森下安子

退院調整看護師による病棟看護師の実
践能力向上へのかかわり　退院支援に
おける状況の認識・働きかけに焦点を
当てて

高知女子大学看護学会誌41(2) : 
60-69, 2016 退院調整看護師9名 因子探索型研究/

半構造化面接法

森 京子,
古川智恵

在宅緩和ケアへ移行する終末期がん患
者の意思決定を支える看護師の援助

四日市看護医療大学紀要9(1) : 
23-33, 2016

がん患者の退院支援
に関わった看護師4名

半構造化面接法/
内容分析

井上菜穂美
急性期病院から在宅移行する終末期が
ん患者の退院支援における看護援助内
容と課題

せいれい看護学会誌6(1) : 1-7, 
2015 病棟看護師13名 半構造化面接法/

質的帰納的分析

齋藤直美 高齢者の退院調整における熟練看護師
の卓越した実践

神奈川県立保健福祉大学実践
教育センター看護教育研究集
録　教員・教育担当者養成課
程看護コース40 : 186-191, 2015

病棟看護師3名 記述探索的研究/
半構造化面接法

池田麻左子

急性期病院の小児病棟・NICU・GCU
の看護師による退院支援の実際と課題
医療的ケアが必要な重症心身障がい児
と家族へのかかわりを通して

日本小児看護学会誌24(1) : 47-
53, 2015 病棟看護師6名 半構造化面接法/

質的帰納的分析

柏木ゆきえ
機能障害を来たした患者の退院支援に
おける看護師の家族への関わりに関す
る研究

日本赤十字秋田看護大学日本
赤十字秋田短期大学紀要18 : 
27-35, 2013

病棟看護師10名 半構造化面接法/
質的帰納的分析

Kanaizumi S
Nursing Practice Supporting the 
Transition of Technology-Dependent 
Children from Hospital to Home

The Kitakanto Medical Journal 
63(3): 199-208, 2013

病棟看護師7名/
退院調整看護師2名/

訪問看護師6名 

質的記述的研究/
半構造化面接法

金子史代,
倉井佳子,
佐藤益美

高齢患者のセルフケアを支援する家族
への退院支援としての援助技術

新潟青陵学会誌5(3) : 41-49, 
2013 病棟看護師10名 半構造化面接法/KJ法

酒井康江,
奥野由美子,
竹内玉緒

継続看護が必要な患児の地域連携に関
する看護職者らの思い

福岡女学院看護大学紀要2 : 85-
89, 2011

保健師8名/
助産師2名/
看護師13名 

質問紙調査/
質的帰納的分析

田中博子,
伊藤綾子,
真野響子

急性期病院から自宅へつなぐ退院調整
看護師の役割

東京医療保健大学紀要6(1) : 65-
71, 2010 退院調整看護師2名 質的記述的研究/

半構造化面接法

丸岡直子,
伴真由美,

川島和代 他

退院調整部門の組織発達における看護
管理者および退院調整看護師の役割 石川看護雑誌6 : 67-76, 2009

看護部長5名/
副看護部長2名/

退院調整看護師7名 

グループインタビュー/
質的帰納的分析

沼田祐子 地域医療連携における病棟看護師の役
割

日本ヒューマンケア科学会誌
1(1) : 77-83, 2008 病棟看護師11名 参加観察法/

グラウンテッドセオリー

平瀬節子,
橋本智子

高齢者の退院支援にかかわる看護師の
役割
地域との連携を通して

看護・保健科学研究誌6(3) : 67-
75, 2006

退院調整を行った
5事例の経過記録 調査研究/KJ法

藤澤まこと,
普照早苗,
森 仁実 他

退院調整看護師の活動と退院支援にお
ける課題

岐阜県立看護大学紀要6(2) : 35-
41, 2006 退院調整看護師1名 対象者への聞き取り調査

丸岡直子,
佐藤弘美,

川島和代 他

退院患者に提供された看護サービスの
実態からみた退院調整における病院看
護師の役割

石川看護雑誌1 : 31-38, 2004 看護部長・看護師長
計16名 面接調査
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の負担軽減に向けたサポート〉〈家族の日常生活を維持す
るための支援〉といった患者を支える家族に焦点を置いた
支援が役割として示された．

支援が に む の体制の と

　このカテゴリーは4サブカテゴリーから構成され，〈多職
種・他機関と連携した支援体制の整備〉〈円滑な退院支援
進行のためのコーディネート〉といった院内外の関係者間
の調整機能が役割として示された．

患者・家族と 内外の 療者をつ 関

　このカテゴリーは5サブカテゴリーから構成され，〈患
者・家族の代弁者となり，医療者へ意見をつなぐ〉〈患者・
家族に関わるスタッフ間の情報をつなぐ〉といった関係者
間の橋渡しとしての役割が示された．

 看護師の 支援の 能力を向上 る の

支援

　このカテゴリーは3サブカテゴリーから構成され，〈退院
支援に関する看護職者の知識を高める〉〈看護師の退院支
援への取り組みに対する意識を高める〉といった看護職者
の実践能力向上に向けた教育的役割が示された．

Ⅴ 　　　

支援を担 看護師の について

　本研究の結果では，看護師の基本的な役割である患者の
安全を守り，安楽な療養生活を送るための支援に加えて，
退院後に継続する患者・家族の生活を見据え，家族に焦点
を当てた支援が役割として認識されていた．長江４）は地域
で展開する看護には，患者の生活を総合的に捉え，ともに
暮らす家族全体の生活のあり方を把握した上で必要な医療
やケアの方法を提案し，サービスにつなげる生活と医療を
統合する力が必要であると述べている．本研究の結果から
も，慣れない医療処置や介護を担う家族の負担や退院に伴
い変化が予測される家族の日常生活を考慮し，患者の退院
後も家族としての機能や関係性を維持できるよう支援する
役割があると考えられた．
　また，必要な支援の検討や患者・家族の希望の実現など，
看護師自らが考えや判断を持ち，医療チームの中心となっ
て主体的に退院支援を遂行する役割があると考えられた．
看護師がイニシアチブを発揮して退院支援を行うためには
専門知識の獲得や実践能力の向上を図る必要性があること
から，看護師に対する教育支援を看護職者自らが担うこと

　 看護師の の分析 果

8

退院後も安全かつ安心して療養生
活を送るための関わり

在宅療養に必要な援助技術の指導 必要な医療処置の自立に向けた支援
患者・家族の個別的な状況に応じた教育的指導 準備状態にあわせて介入を見極める
出現している身体症状の緩和 身体症状の緩和のための援助
在宅療養に備えた心身の状態の維持・向上 病状の悪化に備える
退院後も安心して療養できるような環境の調整 患者・家族への相談窓口の提示
患者・家族が前向きに退院後の生活を再構築するための関わり 退院後の新たな生活の再構築に向けた援助

退院支援の必要性の判断と支援の
方向性の検討

多様な状況にある患者・家族のアセスメント 多様な状況にある患者の情報収集・判断
退院支援を進めるためのスクリーニングと問題の明確化 退院後の生活に支障をきたす恐れのある潜在的な問題の兆候を把握する
退院後を見据えた予測を基盤とした支援の方向性の検討 入院時に退院調整で看護師に求められる役割の予測をもつ

患者・家族の意思や希望の尊重と
実現に向けた関わり

患者・家族の現状の認識と退院支援の必要性の理解を促す 患者・家族に退院支援の必要性を説明し了解を得る
患者・家族の意思や希望の尊重 意思決定への支援と問題の明確化
患者・家族の意思の実現 患者・家族の意思を実現する
患者・家族と話し合う機会を持つ 患者・家族との面談
患者と家族の関係性を保持するための配慮 患者の心情を汲んで両者の関係に配慮する

患者の療養生活を支える家族に焦
点を当てた支援

在宅療養へ移行する患者を抱える家族の思いの支持 家族の気持ちを支える
家族の負担軽減に向けたサポート 家族の状況を的確にとらえたサポート
家族の日常生活を維持するための支援 生活の場の変更に伴う家族への支援や代行
家族との関係性の構築と情報の共有 患者だけでなく家族との信頼関係と援助関係を意識的に築く

退院支援が円滑に進むための体制
の整備と調整

退院支援に関する院内システムの整備 退院調整の基盤づくり
多職種・他機関と連携した支援体制の整備 他機関との連携・支援体制づくり
円滑な退院支援進行のためのコーディネート 課題解決へのコーディネート
適切な社会資源の活用にむけた情報提供と調整 地域でのサービスに関する説明と提供可能なサービスの確認

患者・家族と院内外の医療者をつ
なぐ関わり

患者・家族の代弁者となり，医療者へ意見をつなぐ 退院に向けての患者・家族・医療者との意見調整
家族と医療者の関係性をつなぐ 家族と医療者の距離を近づける
患者・家族に関わるスタッフ間の情報をつなぐ 院内外のスタッフ間で必要不可欠な情報を確実につなぐ
院内外の関係者と患者・家族の関係づくりの促進 他施設や院内の他職種間や他職種と患者・家族間の仲介
退院後に継続が必要な看護の引き継ぎ 訪問看護師にケア内容を伝える

看護師の退院支援の実践能力を向
上させるための教育支援

退院支援に関する看護職者の知識を高める 退院調整検討会の開催
看護師の退院支援への取り組みに対する意識を高める 病棟チームとして退院支援に取り組む意識を高める
病棟看護師に対する教育支援 病棟看護師を後方から支援する

p55_59.indd   58 2018/03/22   9:28:22



59

退院支援を担う看護師の役割に関する国内文献の検討

を役割として認識していると推察された．

連 ・ し 支援に向けて

　診療報酬の改定に後押しされる形で発展してきた背景を
もつ退院支援は，今もなお新たな制度に改変され，看護師
に求められる役割は変動し続けているといえる．本研究の
分析対象文献では，退院支援を担うそれぞれの看護職の役
割の専門性や，連携・協働に向けた役割調整に言及してい
る文献は見当たらなかった．井上５）は，連携の条件の1つ
として相手の業務内容の理解と専門性の尊重や，双方の仕
事がみえるシステムを挙げている．したがって，退院支援
を担うそれぞれの看護師が連携・協働するためには，制度
に左右されない各々の専門性を明確にし，支援に活かすこ
とが課題であるといえる．今後は退院支援を担う看護師が
相互の役割の理解を深めるとともに，連携・協働体制の構
築のためには各々の専門性や強みを明らかにする研究の必
要性が示唆された．

　本研究は平成29年度文部科学省科学研究費補助金【若手
研究(B) 課題番号16K20716】の助成を受けて実施した．開
示すべき利益相反はない．
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